
石油ストーブ

FAX　052ｰ857ｰ1220

〒467ｰ0855　名古屋市瑞穂区桃園町5番17号

0120-104-154
お客様相談窓口

受付時間 平日（月曜～金曜）午前9時～午後5時
※土・日・祝日は除く

ホームページ　https://www.toyotomi.jp/

適合する機器の型式表 参照

トヨストーブ

KRA-105・105（N），
KSA-105G，
DC-100，KR-44A，
CKS-565，
KS-52A・56A・56B・
　　56C

①

トヨレンジ K-3C，K-3D，K-3E
K-3F，K-3M，K-3N

宿営暖房Ⅰ型 KS-SDF56

②

N－◯B

セットつまみ

〔セットつまみ〕

「●」印方向
（　）に回す

緊急消火レバー

〔緊急消火レバー〕

押し下げる

対震自動消火装置を作動させて、しんを
下げてください。1 炎筒と油タンクの接合部の体止めねじ

3本を取りはずしてください。3

炎筒をゆっくり持ち上げて取りはずして
ください。4

給油口ふたを取りはずし、市販の給油
ポンプの吸込側を油タンクに差し込んで、
油タンク内の灯油を抜き取って
ください。
残った灯油は、布切れなどで吸い
取ってください。
油タンクを左回転させて置台をはずし、
置台のほこり、ごみを取りのぞいて
ください。
取りはずした置台は、必ず元通りに取り
付けてください。
置台を取り付けて使用しないと、火災
など予想しない事故が発生するおそれが
あります。

2

給油ポンプ

炎筒



13 しん調節つまみを右（　）に止まるまで
回して、しんを上げてください。
（対震自動消火装置の作動を確認します。）

対震自動消火装置を作動させ、しんが
スムーズに確実に下がることを 2～ 3
回確認してください。
しんの上下がスムーズでない場合は、
しんのなつかせかたが悪いためです。
もう一度9項からやりなおしてください。

セットつまみを右
（　）に回す。

セットつまみセットつまみ

セットつまみセットつまみ

左「　」へ
回す

倒す

感震部感震部

炎筒をかぶせ、燃焼筒を正しくしん
調節器の上にのせて、体止めねじ3本で
固定してください。

15

右（　）に回して、対震
自動消火装置をセットする。

しん調節つまみを
右（　）回して対震
自動消火装置を
セットする。


